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コ ン ピ ュ
ー タ 関 連 授 業 科 目 の 開 設 状 況

　　　　
一

保 育 者 養 成 校 に お け る 「コ ン ピュー
タ に 関 す る ア ン ケ

ー
ト（学 部 ・学 科 用 ）」か ら 　

一

〇 小 澤 武 夫 　 　 倉 戸 直 実 　 渡 辺 純 　 倉 戸 幸 枝 　 k 本 楽 三 　 広 利 吉 治 　 竹 内 和 子 　 上 原 明 子

（大垣女子冠期大学 ）（　　　　　　　　　　 浪　 速 　 短 　　JtA　 大　 学　　　　　　　　　　　） （大．阪 成 蹊 女 子 短 期 大 学 ）

山 本 真 由 美 　 　 寳 田 穂 　
．．　 　

．
村 上 優 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 若 江 翼 紀 　 　 小 野 和

（閲西保育 専門学校 ）（楽良文化 女子 短 期大学 ）（堺市教育文化セ ン タ
ー
科学教育セ ン タ

ー
〉（（株 〉ア クセ プ ト）（東 京成 徳 短潮 大 学 ）

‘ま 　じ め fこ

　 こ の 報 告 は 、我 々 「幼 児 と コ ン ピ ュ
ー

タ 研 究 会 」 が

諸 研 究 の 一環 と し て 、全 国 の 保 育 者 養 成 校 ・幼 稚 園 教

論 養 成 校 を 対 象 と し て 行 っ た 二 種 の ア ン ケ
ー

ト 調 査 の

う ち の 「学 部 ・学 科 用 」 で あ り、　 「個 人 用 1 と一連 の

も の で あ る。

　 「学 部 ・学 科 用 」 の 前 段 部 分 は 、1994 年 iO月、北 海

道 に お け る 全 国 保 母 嚢 成 協 議 会 第 33回 研 究 大 会 に お い

て 、倉 戸 直 実 が．筆 頭 発 表 者 と な り 「コ ン ピ ュ
ー

タ 設 置

に 関 す る 現 状 分 析 」
．と 題 し 報 告 が な さ れ た 。 本 報 告 は 、

そ の 後 段 に 相 当 す る も の で あ る。．

　 「コ ン ピ ュ
ー

タ 科 目 」お よ び 「コ ン ピ ュ
ー

タ 利 用 科 目」

の 両 者 を厂コ ン ピ ュ
ー

タ 関 連 授 業 科 目 」と 称 した が、そ

の 現 時 点 デ ー
タ と 考 察 が 、マ ル チ メ デ ィ ア 時 代 の 保 育

者 養 成 を 考 え る 手 が か り と な れ ば 幸 い で あ る。

方 法

　 こ の 報 告 の 統 計 デ
ー

タ は 、次 の よ う な 方 法 ・内 容 に

よ る ア ン ケ ートを 集 計 し た もの で あ る 。

対 象 1 全 国 保 母 養 成 協 議 会 々 員 校 273校、お よ び

　　　そ の 他 の 幼 稚 園 教 諭 養 成
．
校 96校、合 計 369校

送 付 ： ア ン ケ
ー．

卜 調 査 票 「学 部 ・学 科 用 」、「個 人 用 」の 二

　 　 　 種 を 、1994年 6月 26 日 郵 送

内容 ： 「学 部 ・学 科 用
．
」ア ン ケ ート項 目

　 　 　 1．コ ン ピ ュ
ータ 設 備 に つ い て

　　　2．コ シ ピ i 一
夕 を テ ー

マ に した 「講 座 」に つ い て

　　　3．保 育 者（教 員 〉養 成 科 目 内 の コ ン ピ ュ
ー

タ 科 目

　 　 　 　 に つ い て

　 　 　 4．付 属 園 （幼 稚 園
・保 育 所 ）の コ ン ピ ュ

ー
タ 設 置

　 　 　 　状 況 に つ い て

回 収 ： 「学 部 ・学 科 用 」は 学 科 長 よ り、「個 人 痢 」は 専 任

　 　 　教 員 よ り 返 送

　 　 　 1994 年 IOfi　U 日 現 在

　　　　「学 部 ・学 科 用
．
」は 76校 よ り 回 答 を 得 る

　 　 　 　回 収 率 躍20．6％：

　 上 記 内 容 4 項 目 （164 設 問 ）に 対 す る 回 答 に 基 づ き、

今 回 は 2 − 4 に っ い て 報 告 し た い 。

糸吉 果 と 考 察

　 諸 角 度 か ら 行 っ た ア ン ケ
ート集 計 結 果 よ り、特 徴 的

デ ータ お よ び そ の 考 察 を 以 下 に 掲 げ る。

  開 設 状 況
一

そ の 1 一

　 保 育 者 （ま た は 教 員 〉譱 成 目 的 授 業 科 目 と し て の コ ン

ピ ュ
ー

タ 関 連 授 業 科 目 の 開 設

四 短 専 施 不 国 公 私
1
不

7
　

　　
55

　

　　
1
　
　　
3

2
　

　　
208151

あ る　 33校 ・4碯

な い 　 39校 ・5隅

未 記 入 4校 ・5％

433102 δ

26

＄ 1

　 注 ： L 以 後 本 文 中 の 単 位 な き 数 値 は、学 校 数 を 示 す

　 　 　 2．校 種 ・設 立 者 を 次 の よ う に 略 記 し た

　 　 　 　 　 四 ＝四 年 制 大 学 、短 ＝短 期 大 掌、専 ＝専 門

　 　 　 　 ．学 校、施 ＝施 設、国 ＝国 立、公 ＝公 立．、私

　 　 　 　 　 ＝
私 立 、不

＝校 種
・設 立 者 不 明 校

　 開 設 有 無 の 校 数 比 率 は 、「な い 」が 若 干 上 回 る が、ほ

ぼ 同 率 を 示 して い る。

  開 設 状 況
一

そ の 2 一

　費 戒 目 的 外 の 、 コ ン ビ a
一

夕 聞 連 授 業 科 目の 開 設

四 短 専 施 不 国 公 程、不

7
　

　　
52

　　．
741706

豊 あ る　51校 ・6 

な い 　25校 ・33％

254944

［11

　 平 均 開 設 卒 は 7 割 弱 だ が 、私 立 （44／55・80％）お よ び 短

大 （42／49・86％）に 高 率 の 開 設 傾 向 が 見 ら れ る。

　掴 公 立 お よ び 四 大で は 低 開 設 琳、と の 即 断 は で きず、

現 実 は 極 め て 高 開 設 率 と推 測 さ れ る 要 素 を 含 む。

　 現 時 点 で の コ ン ピ ュ
ー

タ 関 連 授 業 科 目 は、保 育 者 養

成 目 的 科 目 よ り、 目 的 外 科 目 と し て の 開 設 が 多 い．

  開 設 状 況
一

そ の 3 一

　 上 紀 二 種 の コ ン ピ ュータ 関 連 授 業 科 目の 両 方 ま た は

い ず れ か の 開 設

四 短 専　施 不
1
国 公 私 不

9
　
　　
33

　
　

64
　　．

i715L あ る　55校 明 2％
　 　 　 ．
な い　21校 ・28％

435B451

α

1

　 コ ン ピ ュ
ー

タ 閲 連 の 授業 科 目 を 朔 設 す る 学 校 は 7 割

（55 ／76 ・マ脇 ）を越 え 、特 に 私 立 で は 8 割 （45 ／55 ）を 越 え 、

短 大 で は 9 割 （43／49）に 迫 っ て い る。
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  非 開 設 状 況

　上 記 二 種 の コ ン ビ a
一

夕

．
関 連 授 業 科 目を、い ず れ も

開 設 し て い な い 21校 の 内 訳

四 短 専 施 不 国 公 私 不

34
　

　　
童
　

　　
星

31322L 検 討 中　 12校 ・i鴿

不 要　　 4校 ・
脇

そ の 他 　 5校 ・攜

3332 6

こ

3

　注 ： 検 討 中 置条 件 が 許 せ ば 開 設 す る で あ ろ う 学 校

　　　不 要 　
＝開 設 の 必 要 を 認 め な い 学 校

　　　そ の 他 ＝非 開 設 の 理 由 未 記 入 な ど

　開 設 「不 要 」と す る 学 校 を 減 算 す る こ と で 、下 表 の ご

と き コ ン ピ ュ
ー

タ 閲 連 授 業 科 目 開 設 校 の 、極 め て 近 い

将 来 予 測 数 値 を 示 す こ ζが 可 能 で あ ろ う。

四 大 乙12／L2

　 IOO％

短 大 ・4．8／49

　 98％

専 門
・7／8

　 B8覧

施 設；4／5

　 67％

  關 設 方 法

　校 種 別 よ り 見 た カ リ キ ュラ ム 配 置

四 短 専 施 不 国 公 私 不

り

ψ

　
　

Qu
　
　

2
　
　

6

3
　
　　
7
　　　
L
　
　　
1

2
　

　　
4
　
　　
2
　

　　
4

ll111

1 一
般 教 魯 科 目．

専 門 科 目

必 修 科 日

選 択 科 目

5

4

3

23

234

．492341

1

　
一

般 教 養 よ り 専 門 科 目 に、必鬱よ り 選 択 科 目 に （3k・
に 約 2 倍 ） 多 く 配 置 ・開 設 さ れ て い る。

  開 設 科 目 名

　開 設 校 55校 よ り寄 せ ら れた、コ ン ピ ュー
タ 蘭 連 捜 業

科 昼 104名 称 に 含 ま れ る 語 句 に よ る 分 類

　 　 　 　 （単 位 ・科 目数 ） 養 成 目 的 科 目 ／目 的 外 科 目

・
協 報 　　 　 　 ・67 25 42

コ ン ピ ュ
ー

タ
．
・　 9 3 6

心 理 学　
．
　

．・　 9 ．6 ．
21

教 育 方 法　 　 ・　 5 3 2

教 育 工 学 　 　 ・　 3 3 o

そ の 他　 　　 ・12 4 8

総 計　　 　 qo4 44 60

上 衷 最 多 語 句 「情 報 」の 再 分 類

情 報 処 理　　 ・32 8 24

教 育 情 報 処 理 ・z2 9 3

情 報 科 学 　 　 ・夏o ’ 1 9

教 育 悄 報　 　 ・　 6 5 i

そ の 他 （情 報 ）・　 7 2 ． 5

小 計　 　　 ・6ア 25 42

　104名 称 の 内67 名 称 （65X ）が 「情 報 」の 語 句 を 使 用 し、

44名 称 （42X）が 「情 報 処 理 」の 語 句 を 使 用 し て い る。

　具 体 的 科 目 名 称 に は 以 下 の 三 傾 向 が 見 られ る e

　 し 各 語 旬 の 後 に 「論 」「演 留 」「
’
Il 「

’
llj等 を 付 加 す る も

　　 の が 多 い

　 2．保 育 者 養 成 を 目 的 と す る 科 fi名 は 、頭 に 「教 育 丿を

　　 付 加 す る もの が 多 い

　 3．「心 理 学 」の 場 合 は s 頭 に 「幼 児 ∬
．
発 達 」等 を 付 加 す

　 　 る も の が 見 ら れ る

　 「心 理 学 」は 、そ の 擾 業 科 目の 中 で コ ン ピ ュ
ー

タ を 利

用 し て い る の で
．
あ り、他 の 名 称 が 「 コ ン ピ ュ

ー
タ 科 日 」

で あ る こ と と は 性 格 を 異 に して い る e

  開 設 内 容

　 実 賎 的 操 作 法 （文 書 ・計 算 ・デー
タ 処 理 等 ）が 大 勢 を

占 め 、次 い で 概 念 ・一
般 論 が や や 多 く、プ ロ グ ラ ミ ン

グ 等 の 開 設 が 散 見 す る h

  付 属 圃 に お け る コ ン ピ ュ
ー

タ の 設 置
・

利 用 状 況

　 コ ン ピ ュ．一夕 の 種 類 は 、ワ
ー

ドプ ロ セ ッ サ が 現 在 の

主 流．で 、f琴育憐器．
・

玩 具 と し て の 利 欄 で は な く、 躬 癆

機 器 ζし て 『）利珊輝大 勢 牽占 め る s ．、

お わ 　り 　 1こ

　文 部 省 に よ る と、小 ・中 ・高 校 に お け る 一
猿半た り

轡   平燬 瀦 数 は ・5・3・・3へ … 冶 で あ る・

畑 即 7 鰍 会 は・パ ソ ・ ン は lg
．
脚 」か ら ［輜

的 普 及 期 」 に 移 行 し た と 判 断。マ ル チ メ デ ィ ァ あ 適 切

な 瀾 は・教 育 に 「

樋
て 鱗 斥 あ り・・bd・S＃g で

に 中 ・高 生 一人 に
一台 の パ ソ コ ン を 整 備 す べ き だ、と

の 見 解 を 示 し て い る。（ig94，12．3朝 日 新 聞 夕 団 ）

　 ED
．
UTAINMENT （・fiDUC八TtON ｝AMUSEMENT ）と

い う 辞 書 来 登 録 の 造 語 foLl コ ン ピ ュL タ ソ フ ト ウ ェア

先 進 国 で あ る ナ メ リ カ で 使 わ れ 始 め た 。 コ ン ピ ュ
ー

タ

が、教 育 と 遊 び の 境 界 の 除 去 を 可 能 と し始 め た こ とを

意 味 す る 象 徴 的 言 葉 と 実 体 の 誕 生と い え る。
．

　好 む と 好 ま ざ る と に 関 わ ら ず ξ 保 育 者 養 成 校 に お け

る コ ン ピ ュ
ー

タ 関 連 授
．
業 科 目 の 開 設 状 況 は 急 速 な 変 化

を 見 せ る で あ ろ う。そ
・こ で 下 記 の よ う な 、．そ の 近 末 来

豫 予 測 の 試 み は 、恐 ら く無 駄 に は な
．
らな い で あ ろ う。

　 L す べ て の 学 部 ・学 科 で 、「コ ン ピ ュ
ー

タ 授 業 科 目 」

　 　 は 「不 可 欠 の 科 目」と して 開 設 さ れ よ う

　2．大 多 数 の 授 業 科 目 の 中 で 、コ ン ピ ュ
ー

タ ゐ 「不 可 欠

　 　か つ 当 然 の 利 用 」が な さ れ よ う

　　（  で 触 れ た 如 く、現 状 で は 「心 理 学 」が 先 行 し、「図

　 　画 工 作 」「音 楽 」が 追 随 の 気 配 を 示 し て い る ）

　 3．保 育 現 場 に お け る コ ン ピ ュ
ー

タ 利 用 法 の 膜 索 、が

　 　 始 ま ろ う

　 　 　 a ）保 育 者 の 教 具 と して

　 　 　b ）子 ど も の 玩 具 と し て 　 　 　 　 　 　 　 　 ／END
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